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1. 【データ：投資家指数】  

タイ中央銀行（BOT）は、2024年1月のビジネス景況感（BSI）を発表した。（50＝前月と

変動なし） 

1月のBSIは48.0（前月：49.1）、三ヶ月後の期待値は53.9（前月：53.9）となり、前月

から回復とはならなかった。一方、輸出は47.7（前月：45.3）、投資は54.3（前月：

53.7）となった。特に輸出が2ポイント以上上昇し、回復傾向にはあるが、紅海付近での

紛争の影響で船賃が高騰しており、輸出を取りやめる企業もあるという。依然として、

先行きが不透明な状況が続いている。 

 

出所：https://www.bot.or.th 
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2. 【データ：産業指数】 

タイ工業省傘下工業経済事務局(OIE)は、12月の工業生産指数（MPI）と稼働率

（CU）を発表した。（2016年＝100） 

12月のMPIは、87.48ポイントとなり、前年同月比－6.6％、設備稼働率は55.25、前

年同月比－7.2％とソンクラン休暇があった4月以来の低水準となった。同月はクリ

スマスなどの年末休暇があったため、生産や稼働率が低下する季節的な要因だが、

2016年の基準値である100を下回っていることが見て取れる。さらに言うと、設備稼

働率が60ポイント付近を行ったり来たりと、生産コスト高や輸出減だけとは言えな

い低さを継続していることが気になるところ。タイ製造業の更なる発展に必要なの

は、設備稼働率の引き上げなのではないかと考えるところです。ちなみに2018年3月

に記録した75.7ポイントがデータベース上での最高値となっている。 

 

出所：https://www.oic.go.th/ 

 

3. 【統計：景気指数】 

タイ中央銀行（BOT）は、2023年12月に於ける、Coincident Economic Index（一致

経済指数）を発表した。（2019年＝100） 

-10.0%

-9.0%

-8.0%

-7.0%

-6.0%

-5.0%

-4.0%

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

110.00

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

2023

Capacity Utilization Productivity Index (Product Value)

Productivity Index YonY Capacity Utilization YonY

稼働率は 50～60

とかなり低い 

99.20 99.21 

98.80

99.00

99.20

99.40

99.60

99.80

100.00

100.20

Jan-23 Feb-23 Mar-23 Apr-23 May-23 Jun-23 Jul-23 Aug-23 Sep-23 Oct-23 Nov-23 Dec-23

2023 年はコロナ前の状況まで一

度も回復をすることはなかった 

 

https://www.oic.go.th/


一致経済指数は、GDPや民間投資指数、民間消費指数、輸出入指数などを用いて総合

的に景気状況を判断する指標となる。12月の同指数は99.21となり、年初に記録した

99.20に次ぐ悪い傾向を示した。一年を通して、2019年の指標を上回ることがなかっ

た。要因として、政府の景気刺激策などがある一定の効果を出してはいるが、原油

高、輸出減、国内消費の低迷、家計負債の悪化、クリスマス長期休暇による稼働率

低下などで、指数が改善する要因に事欠いた状況となった。 

 

出所：https://bot.or.th/ 
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